
臨時休業における学習指導に関するガイドライン 

             （愛媛県版）       【令和２年４月１８日時点】 

臨時休業が長期化する中、家庭学習の重要度が高まっています。そこで、県教育委員会では、文部

科学省の通知に基づき、臨時休業中及び学校再開後の学習指導を計画的に推進するためのガイドライ

ンを作成しました。 

                   

★休業が長期化し教育課程の実施に支障が生じる事態に備えるための特例的な措置★ 

○ 学校が課した家庭学習が次の要件を満たしており、児童生徒の学習状況及び成果を確認した結果、

十分な学習内容の定着が見られ、再度指導する必要がないものと校長が判断したとき、学校の再開後

等に当該内容を再度、学校における対面指導（授業）で取り扱わないこととすることができる。 

＜要件＞ 

① 教科等の指導計画に照らして適切に位置付くものであること 

② 教師が当該家庭学習における児童生徒の学習状況及び成果を適切に把握すること 

                                   

○ ただし、一部の児童生徒への学習の定着が不十分である場合 

・個別に補習を実施する ・追加の家庭学習を適切に課す などの必要な措置を講じる。 

１《臨時休業中》の学習指導 

＜要件＞①について    

  ◎ 学校は指導計画を踏まえて、適切な家庭学習を課す。 

弾力的な教育課程の編成（別添資料①参照） 

教科書に沿った学習プリントや教材等の作成・配布 

※ただし、指導内容に沿っていれば、必ずしも教科書を使う必要はありません。 

 

〔指導計画や家庭学習の具体例について〕 

一日の学習のタイムスケジュールや一週間の学習の見通しなども併せて提示 
 

札幌市教育委員会作成の一週間の計画表と学習課題(別添資料②・③参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイト！ 

１週間分の課題をまとめて配布し、自分で考えて時間
割を作成させるのも効果的です。 
札幌市教育委員会作成の資料をワード形式で添付し

ています。(学校で自由に作り替えて使用できます。) 



＜ぜひ使ってみましょう！＞ 

・県教委等の作成プリント（参考：「愛媛学びの森」学習支援サイト、えひめ教職員「ふれあい広場」）      

・ＮＨＫ Ｅテレ等のテレビ放送 

・文科省ホームページ「子供の学び応援サイト」に掲載されている教材や動画等 
        ↓リンクが貼られている 

・教科書発行者などの民間事業者等が提供するプリントやテスト類 

※例えば、次のようなサイトや番組を使うことで、配布用の教材を効率よく作ることができます。 

また、例を参考にして、児童生徒に教材・動画、その使い方を具体的に示すようにしましょう。 

 

 

 

 
小学校・外国語《効果的なコンテンツ》 
 
【１】各教科書のＱＲコードの活用 

・コードを読み取り、教科書の場面に合わせて音声や動画を視聴
できる。教科書を見ながら、会話の場面を想像し、簡単な語句や
基本的な表現の発音練習が可能。 
教科書によっては、アルファベットの書き順を示すアニメー

ション動画が掲載されており、それを見ながらアルファベット
を書く練習ができる。 

 
【２】小学校外国語教材 Let’s Try!や We Can!の音声データの活用 

・文部科学省ホームページに掲載。ワード文書中に掲載されているＱＲコードを読み取る
ことで、教材を見ながら音声を聞くことができる。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1387503_00001.htm 
 
【３】「エイゴビート」（３・４年生向け）、「基礎英語０～世界エイゴミッション～」（５・６

年生向け）などの番組視聴 
・「子供の学び応援サイト」より、「ＮＨＫ for School」の各番組の視聴が可能。英語の
リズムを耳と体で感じたり、外国の人に質問する様子を見たりすることで、英語に慣れ親
しむことができる。 

 

 

 
小学校・理科《効果的なコンテンツ》 
 
【１】「NHK for School」の活用 
 ・教科書会社別・単元別の動画が多数。 
単元の動画を事前に視聴しておくことで、教科
書を使った自学自習に効果的。 

 
【２】「理科ねっとわーく」の活用 

・観察、実験の動画など、数多くのデジタルコ
ンテンツを収録。 
特に、「自習室」では学習内容が教科書の流

れに沿って、分かりやすく説明。 
 

【３】教科書会社ＨＰに掲載されている学習教材の活用 
  ・各教科書会社のＨＰには、学習教材（動画、プリント、小テスト等）が多数掲載されて

いる。学校で使用している教科書と同じ図表が使われている学習シート等を使うことで、
教科書内容の理解が容易となる。 
【掲載されている教科書会社】教育出版、啓林館、大日本図書、学校図書（掲載順） 

学年によっては、保護者の協力を得ることも効果的です。 

各教科書には、このようなＱＲコードが
多数示されています。 

１本１０分程度の動画が多数掲載されています。 

教科書会社別、単元別の動
画があります。 

観察、実験の動画等が充実
しています。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1387503_00001.htm


 

 
小学校・算数 《効果的なコンテンツの組み合わせ》 
 

【１】リンク集の多様なサイトの中から選択する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【２】「e-board」を活用し、動画に沿って学習

を進める。 
・約 2500 本の映像授業と 7000 問以上
のデジタルドリルで学習ができるオン
ライン教材。 
確認問題があり、基礎的・基本的な事

柄をしっかり学ぶことができる。 
 
 

【３】ドリルの王様（教科書会社作成）を活用
し、多様な練習問題に取り組み、定着を
図る。 
・県内で使用されている教科書会社が
作成したドリル。キャラクターと一緒
に学習を進める構成。 
特に、児童のつまずきやすいと思わ

れるところを中心に作成されており、
苦手対策に効果的。 

 
【４】「小学校算数 自己評価テスト」（教科書

会社作成）を活用し、確認問題により、定
着度を確認する。 
・テスト結果(得点)を見て学習を振り
返り、考えたことや思ったことを記述
することができる。 
教科書の内容に沿った出題がなされ

ており、定着が不十分なところは、教科
書での再確認が容易。 

 
 
 
中学校・数学《教科書準拠のコンテンツ》 
 
【１】オンライン動画教材（スマートレクチャ

ー）を活用し、教科書に沿った自学自習
のすすめ 
・県内全中学校で使用されている教科
書会社のサイト。 
教科書と同じ図や表を用いた動画で

分かりやすく解説されており、自学自
習に最適。 
 

デジタルコンテンツが充実しており、教師向け詳細版に
分かりやすくまとめられています。 



＜要件＞②について  

◎ 学習指導や状況把握と組み合わせて可能な限り学習を支援する。 

          

登校日の設定や家庭訪問の実施、電話での連絡等を通じて学習の進み具合の把握を行う。 

〔学習評価の反映について〕 

指導計画等を踏まえながら家庭学習を課し、教師がその学習状況や成果を確認すれば、 

学校における学習評価に反映できる。 

＜学習状況及び成果の確認方法の例＞（参考：「愛媛学びの森」学習支援サイト、えひめ教職員「ふれあい広場」） 

・ワークブック、書き込み式プリント 

・レポートの作成（教師のフィードバック必要） 

・ノート（学びの振り返りの記録） 

・小テスト（登校日に学習状況確認のため実施） など 

 

＜教師による確認方法の例＞ 

臨時休校中や学校の再開後もやむを得ず登校できない児童生徒に対して 

・電子メールやＦＡＸ、郵送等を通じた提出 

・パソコンやタブレット端末等による個別学習が可能なシステムによる学習履歴の確認 

・テレビ会議システム等を活用したオンラインでの確認 

登校日や学校の再開後 

・対面での学習状況の確認（確認プリントや小テストの実施） 

・提出物からの見取り（プリント、レポートや振り返りの記録） など 

家庭学習の課題の回収と次回の配布が課題 

臨時休業前に配布した家庭学習をどのように回収し、どのように次回の配布を行う 

のか？ 

＜回収・次回配布の方法例＞ 

・登校日の活用、家庭訪問の実施 

・公民館、集会所の協力を得て学校用ボックスを設置（棚・箱など） 

・校門や職員室入口に専用の回収ボックスを設置（保護者等へ協力のお願い） 
 

 

２《学校再開後》の学習指導 

◎ 学校において、学習の遅れを補うため可能な限りの措置を講じる。 
 

＜措置の例＞ 

・補充のための授業  ・教育課程に位置付けない補習  ・適切な家庭学習 など 

そのための時間割編成の工夫、学校行事の精選、長期休業期間の短縮、土曜日の授業も検討 

◎ 休業中、学校が課した家庭学習を適切に評価する。 
※児童生徒が持参したものは、全教職員で協力し、丸を付け朱を入れるなど評価し 

て返しましょう。 

これらを適切に組み合わせて、家庭学習
用の課題を作成しましょう。 



３ その他の留意事項 

（１）ＩＣＴを活用した家庭学習を課すに当たって 

① 各家庭における端末の保持や通信環境の状況について十分配慮する。 

② 各家庭において活用が困難な場合は、プリント等を配布するなどの代替措置を行う。 

③ ＩＣＴを活用させる際には、個人情報や著作権の保護等についての必要な指導を行う。また、保護

者にも十分な説明を行い、必要な協力を求める。 

 

（２）学校が課す家庭学習の内容について 

◎ 学校の実情を踏まえ、一定期間、基礎的・基本的な内容を先行実施することも考えられる。 

・ 国語の漢字練習、分からない語句調べ、関連する本を選んでの読書、俳句作り 

・ 英語のアルファベットや単語、算数・数学の計算、社会科の用語、地名、人物調べなど 

・ 体育（軽い運動、ストレッチ）、図工・美術のスケッチや写生 

◎ 学校規模によっては、プリント等の印刷に費用がかかり、児童生徒に配布することが困難な場合が

ある。このような学校では、例えば、児童生徒自身がテーマを選択できる形での自主学習課題一覧を

電子媒体や紙媒体で提示し、教科書とノートを使っての学習や、配布済みの副教材や家庭にあるテキ

ストなどを使っての学習を促すことも考えられる。 

 

県教育委員会でも、えひめ教職員「ふれあい広場」等を通じて、学習資料や指

導資料等を、随時、提供します。 

 

このガイドラインは、令和２年４月１０日付け２文科初第８７号初等中等教育局長通知「新型コロナウイ

ルス感染症対策のための臨時休業等に伴い学校に登校できない児童生徒の学習指導について」及び参考資料

④に基づいて作成しています。今後、文科省から新たな通知等があった場合には内容を更新します。 


